
腐蛆病とは？
・蜜蜂の蜂児が腐る病気。
・アメリカ腐蛆病、ヨ－ロッパ腐蛆病の2種類がある。法定伝染病に指定。

＜アメリカ腐蛆病＞

原因：アメリカ腐蛆病菌（Paenibacillus larvae）の芽胞の経口感染。
症状：蓋のある蛆（有蓋蜂児）が敗血症により死亡。蓋は陥没、蛆は粘稠性を
帯びて糸を引き、褐色から黒色へと変化、特徴的な膠臭を発する。

＜ヨーロッパ腐蛆病＞

原因：ヨーロッパ腐蛆病菌（Melissococcus plutonius）の経口感染。
症状：蓋のない蛆（無蓋蜂児）が死亡。蛆は水っぽく、透明・汚白色・灰褐色へと
変化、発酵臭、酸臭を発し、糸は引かない。時に有蓋蜂児が死亡。
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巣房蓋の陥凹、茶褐色腐蛆 水っぽい腐蛆

今年6月13日、
北杜市明野町で
ヨーロッパ腐蛆病が
確認されています！
蜂に異常があれば、
家畜保健衛生所まで！
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アメリカ腐蛆病 ヨーロッパ腐蛆病

県では毎年、法定伝染病である蜜蜂の腐蛆病検査を実施し
ています。検査日につきましては、市町村と調整し後日通知さ
せて頂きます。なお、検査手数料を1群につき70円徴収させて
頂きますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

（9月～）



○蜜蜂の疾病について

＜法定伝染病＞

・腐蛆病 （病原体）

アメリカ腐蛆病 アメリカ腐蛆病菌

ヨーロッパ腐蛆病 ヨーロッパ腐蛆病菌

＜届出伝染病＞

・チョーク病 ハチノスカビ

・ノゼマ病 ミツバチ微胞子虫

・バロア病 ミツバチヘギイタダニ

・アカリンダニ症 アカリンダニ

＜その他＞

・サックブルード病 サックブルードウイルス

・羽変形病 チジレバネウイルス

・麻痺病 麻痺病ウイルス

※法定伝染病、届出伝染病に指定されている疾病が発症した場合には家畜保
健衛生所まで報告するように義務づけられています（届出伝染病については獣
医師に限る）。


